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本稿では筑波大学に所蔵されている 13点の武蔵型板碑について資料紹介を行う O なお，筑
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この「高等師範Jと記載されている九高等師範J(第 2図)?高等師範Jr50 1m 




つまり明治 19~ 35年(I886 ~ 1902) 代，
鈴間智子
範学校Jfl寺代であれば明治 36~昭和 4 年(1 903 ~ 1929). I東京文理科大学付属東京高等師










三宅米吉氏は明治 23年 (1889)より高等師範学校の歴史の講義を嘱託され，明治 29年
(1 895) 教授に任ぜられた。そしてさらに大正 9~昭和 4 年(1 920 ~ 1929) にかけて第 10代
東京高等師範学校校長に，昭和 4年に東京文理科大学初代学長に就任した(鈴木 1978)。
また木代修一氏は大正 1年(1922) に東京高等師範学校文科第一部目立組に進学し大正 15
年(J926) に卒業したO そして昭和 4年(1929)に東京文理科大学の助手に任じられ，三宅
米吉教授のもとで毘史学および東洋史学(兼)教室に勤務し 研究室創設の実務に携わってい
るO その後. 113%IJ 7年 (1932) に東京高等師範学校の助教授に，昭和 ]3年(1938) に東京高
等師範学校教授に，昭和 26年(1951)に東京教育大学教授並びに東京高等師範学校教授とな
り，昭和 36年(1961)に東京教育大学教授を退官している(木代修一教授出版記念会




板碑の大部分は筑波大学が所蔵している O 例えば『文京l玄史j(荻原.TtIi垣 1967) によると
30点が文京区内板碑として報告されているが，そのなかで 20点現存していることが明言され
ている(第 i表)。このうち 15点は東京教育大学所蔵である O ところが『東京都板碑所在自録j






















緑泥石片岩製5)。高さ 45.5c111，11m 13.4c11， J享さ 2.5c1110 板碑の右下方部のみ現存しているO
蓮j亙の上部に主尊種子正体キリークがのる O 蓮座下部の中央にj来暦二年五月，右側にはみ出し









第 512 J芯永8年 (1402)銘阿弥陀ー尊種子板碑
j芯永 8年(1401)銘阿弥陀ー尊種子板碑(第 5区1.第4表)
. r文京!R史j~>東京都板1il~所在 iヨ録j r文京i互のあゆみjに掲載
緑泥石片岩製。高さ 43.1cm，上IJfi21.0cm (最大IjJ)i;は 22.4cm)，J享さ 2.8cm。頂部が破損し
下部は大きく欠損している O 浅草寺型蓮座(第 20図)の上部に主尊種子異体キリークがのる O
被供養者は教妙，蓮座下部の仁|コ央に配置されている O 被供養者名の右側に応永八年，左1WJ~こ九
月七日と刻まれている O 二条線部分に羽刻みと忠われる加工痕が残り 彫りは非常に浅いが割
付線が{確認できる O






!芯永 28年(I42 1)銘阿弥陀ー尊種子板碑(第 6[~.第 4 表)
. r文京包史jr東京都板碑所在目録jr文京のあゆみjに掲載
緑泥石片岩製。高さ 42.0cm，上'I'~ 15.1cm，上厚 2.3cm，下 'IJ~ 15.0cm，下j享1.9cmo完形。
板碑頭部の角度は 10800 頂部~二条線部および基部に平ノミの押し削り痕が残る。ノミ 'IJ~ は
0.7 ~ 0.8cmである O 蓮座の上部に主尊種子異体キリークがのる O 被供養者は妙イID，蓮座下部
の中央に配置され，その下に花瓶が彫られている O 被供養者名の右側にj芯永廿八年，左側に八
月五日と刻まれている O 二条線部分に羽友uみの痕跡、が残り，割付線が?確認できる O






緑泥石片岩製。高さ 37.9cm，上'IJ~ 15.8cm，上厚 2.0cm，下 'IJ~ 15.3cm，下厚 2.1cmo頂部右
側および左下部を欠損している O 浅草寺型蓮座の上に主尊種子異体キリークがのる O 被供養者
名は明円禅門，蓮座下部の中央に配置されている O 被供養者名の右側に文安三年，左側に八月
一日と刻まれている O 二条線部分に~~刻みの痕跡が残る O










阻まれているが蓮座はない。被供養者名は鏡仙禅門 蓮座下部の中央に配置されている O 被供
養者名の下部に花瓶，右側に享徳二年，左側に八月廿三日と刻まれているO 月輪は工具で刻ん
だ痕跡が観察でき，割付線が残る O
裏商の右側上部と左側下部にごく一部，抑し削り痕が残る O ノミ IIJ~ は 1.0cm o
文明 5年 (J473) 銘阿弥陀三尊種子板碑(第 91~ .第4表)
• ~文京区史j ~東京都板碑所在自録j r文京のあゆみjに掲載(工事の際出土)
緑dË石片岩製。高さ 88.0cm，上 IIJ~ 23.2cm 上厚 4.4cm 下 IIJ~ 22.8cm，下摩 2.9cmo 完形。
板碑頭部の角度は 1030 0 正体キリーク，サ，サクが刻まれる O それぞれに蓮j宝，月輪がつく O
被葬者名は鏡菩禅問，蓮座下部の中央に l配置されている O 被供養者名の右i~iJに文明五年色
iWJに九月十六日が刻まれている O また年号の右側に光明真言2行，月 iヨの左側に光明真言 2行
記されている O 月輪は工具で刻んだ痕跡が観察でき，月]1翁内部に中房の表現がみられる O 二条
線部分に羽刻みの痕跡が残り，彫りは浅いが割付線が観察できる O
裏面は主に上半分に押し削り痕が残る O ノミ IIJ~ は1. 1 ~ l.4cmo 
文亀2年(I502)銘阿弥陀ー尊種子板碑(第 10I~' 第 4 表)
・掲載書籍なし(未報告資料)
緑泥石片岩製。高さ 50.0cm，上IIJ~ 15.8cm， J二厚1.8cm，下IIJ~ 15.0cm，下厚 2.5cmo 二つに
割れているが完形。板碑頭部の角度は 10200 蓮産の上に月輪に阻まれた異体キリークがのる O
被供養者名は妙性禅J'E，蓮座下部のJ=!二i央に配霞されている O 被供養者名の右側に文亀二年長，
左側に六月廿五日と友!Jまれている O 月輪は工具で刻んだ痕跡が観察できる O 二条線部分に羽刻
みの痕跡が子支る O




第 9図 文明 5年(1473)銘阿弥陀三尊種子板碑




第 11@ 永正元年 (1504) 銘阿弥wと一尊種子板碑
永正元(1504)年銘阿弥陀ー尊種子板碑(第 1I玄1.第4表)
. r文京区史jr東京都板砕所在日銀jr文京のあゆみjに掲載
緑泥石片岩製。高さ 48.3cm，上Ijlfi15.6cm，上厚 2.0cm，下ITli414 .4cm，下摩 1.8cmo 完)l~。
板碑頭部の角度は 1010 0 蓮鹿の上に丹I翁に囲まれた異体キリークがのるD 被葬者名は法宣禅
門，蓮座下部の中央に配置されている O 名前の右1WJ~こ永正元年~r，左側に六月十日が刻まれて
いる O 月I論を工具で刻んだ痕跡が観察できる O 彫りは浅いが割付線が確認できる O 基部にノミ
痕があるO ノミ 1!li4は 1.2cmo
裏面は基部以外に押し ì~jlJり痕が残る O ノミ Illjjî は l .4cmo
天文 3(1534)年銘阿弥陀三尊種子板碑(第 121翠・第4表.(口絵))
. r文京区史jr東京都板碑所在日録jr文京のあゆみjに掲載
紋泥石片岩製。高さ 58.0cm，上1I高17.5cl11，上厚 2.8cm，Tllli4 17.2cl11，下厚 2.6cl11。完形。
板{陣頭部の角度は 9800 蓮座の上に月輪に留まれた異体キリークがのる O 蓮座の下にサ，サク
が配されており，それらには月輪，蓮座ともない。被供養者名の名前は道イIJ禅門，蓮座下部の
中央に配置されている O 被供養者名の右側に天文三年半，左側に正月十五百が刻まれている O
月輪は工具で刻んだ痕跡が観察できる O 二条線部分に羽刻みの痕跡が残り 割付線がはっきり
と確認できるO 紀年銘の「五J.被供養者名の r1JIJに金箔が，蓮座の一部に漆と思われる物
質が残るはn.ヰ11997;朽津 2010;朽津 2011)0 




第 12I;I 天文 3年 (1534)銘何弥陀一尊鶴子板M!
第 13I;g] 年不明阿弥陀種子板碑片 i
年不明阿弥wと種子板碑片 1(第 13図・第4表)
. r文京区史Jに掲載(工事の際出土)
緑泥石片岩製。高さ 32.6c111， IIJ~ 20.5c111，厚さ 2.0C111o 蓮座より下を欠損している。板碑頭
部の角度は 12400 浅草寺型蓮座のjこに正体キリークがのる O 板i専の左側下部に僅かに脇侍種子
の一部がある O 二条線部分に羽刻みの痕跡が残り，割付線も確認できる O





第 141ZJ 年不明金剛界大日種子板碑片 2
年不i現金!司iJ界大臼種子板碑片 2(第 14図・第4表)
.未報告資料
緑泥石片岩製。高さ 34.6cm，'Ifij'; 24.0cm 厚さ1.6cm。主尊種子より下を欠損しているO 板







第 15図 年不明板jiキ片 3
緑泥石片岩製。高さ 22.4cm，'1fi 10.4cm 厚さ1.9cmo板碑の右側下部の一部と推定できる
破片。右側に年主左1WJに禅尼と刻まれている o r壬主i二j年に該当する可能性がある年号は寛正
3 (J 462)年，大永 2(1522)年，天正 10(1582)年である O 寛正3年，大永2年のいずれか





第 16Ijgl 年不明板碑片 4
年不I~=j t反碑)~I- 4 (第 16図-第4表)
緑泥石片岩製。高さ 21. OCl1 ， IIJ~9.1cl11， )享さ1.9Cl1o *j~衆と実IJ まれている O 結衆の板M!の一
部と推定される O 伊藤宏之は 15世紀半ばから 16世紀半ばごろの資料と推定している(伊藤
2011 a)。
裏面には押しì~iJり痕などの調整痕はない。
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うな板碑としての利用が途絶えると考えられてきた(千々和 1971)0 本資 ~q1j:fの製作時期は





銘板碑が光円寺境内に， Wr持!向茶話』に延文 6年 (1361)銘板碑が牛天神境内に造立していた
ことが記録されている O また近隣の台東I:Rや新宿区などに残されている板碑の年代を調べたと
ころ 13世紀.14-1立紀代の資料を数多く確認できた(千々和 1979:伊藤 2008)0 したがってか
つて文京区内においても 13世紀・ 14世紀代の板碑が相当数存在していたと推測される O
但し文京区内は，現在区内で造立する資料4点(戸畑]990) ， It:l~1土資料 4 点，筑波大学所蔵
資料 13点，合わせて計21点しか確認されていない。東京都区内でも板碑の残存率が非常に
乏しい地域であるO
因みに板碑が出土したのは 3箇所であるO 駒込富士前If!T遺跡で享徳1m年 (1455)銘板叫が i
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これらのことから推測するに 倉EBが一次生産地8)として挙げた(倉田 2012) アラ)1 I中流
長潟tlHJ野上下郷の青石採石遺跡とその周辺地域
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小川1汀1997;坂詰 1990;坂詰 1991;三宅 2001;渡遺 1997)0
6 )府中の板1i~!生産体ftJlJ については深津靖幸 1996 で詳細検討がされている。
7 )ここでいうイルマ)1川1とは 柴田i徹故によつて討流i路復元されたi仁中:1いI世の入1間i詰前{甘J)川1水系を指すo 3Ji 
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